H23年度（平成23年）７月大阪MSW協会理事会議事録ＨＰ掲載用

平成23年度７月　　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項
◇入会：准専門会員14名、学生会員１名、一般会員２名、計１７名。

◇変更：専門会員７名、准専門会員８名、一般会員２名、賛助個人１名、計１８名。

◇退会：准専門会員１名、計1名。

· 連絡先不明となっていた会員から変更届を受理できたので、現時点での連絡先不明会員は無し。
· ５月度理事会にて一般会員での入会承認後に医療機関への勤務が決まり准専門会員への変更希望あり。→承認。

◇連絡事項

· 求人広告依頼１件→承認。

· 第3回大阪市福祉人材養成確保検討委員会出席について－小林副代表理事より次回報告予定。

· 法務局への変更届完了。

· 大阪市への役員変更届、事業報告書の提出完了。

· ホームページ掲載の定款の改正日の掲載が必要。また、附則の３、４、５も掲載されていない。→現状ではホームページには全ては掲載しておらず、役員や日付に関しては省略している。今後の対応としては、他団体のホームページを参考に検討することとなる。

　　　　社団法人大阪介護支援専門員協会よりケアマネージャー模擬試験のチラシ６０枚届いている。→会員人数分のチラシを用意してもらい、広報誌特別版発送時に同封予定とする。
２．教育部（別紙参照A3＊1枚）

（１）第25回学習会　実施報告
· 7/9（土）にＯＣＭＡホールにて開催。参加者60名。

· 現場からの報告は2名を予定していたが、日程があわずに藤井由記代氏（森之宮病院）のみとなった。しかし、是非事例を紹介したいという2名（太田氏（大阪厚生年金病院）、船曳氏（星ヶ丘厚生年金病院））の方から頂いた資料を配付し、担当の巽理事から概要説明をしている。時間はずれこんだが内容的には良かったと思う。

· 事例提供して頂いた２名分の謝金については、広報誌の原稿料と同様に考えることとする。→承認。

（２）第６期初任者研修　準備状況

· 申込受付状況は8/5（金）締切としているが、本日10:30現在33名となっている。

（３）中堅者研修　準備状況

· 9/3（土）10:00～16:00に大阪社会福祉指導センターにて開催予定。

· 申込状況は、本日10:30現在で会員への案内後わずか数日ながらすでに30名である。

· 日本協会からは近畿圏の日本協会会員への案内送付のためにタックシールが届く予定であり、届き次第発送予定としている。

（４）従事者講習会　企画案

· 震災とソーシャルワークをテーマにプログラムの検討開始している。

· メインの講演の一つはＰＴＳＤ・トラウマケア関連をということで、兵庫こころのケアセンター主任研究員・臨床心理士 大澤智子氏にお願いしたところ、すでに11/25（金）に「震災被災者・遺族の心理的影響と理解～トラウマ・ＰＴＳＤについて相談援助の方法と実際～」というタイトルでの講演が決定した。

· もう一つの講演は災害時の医療支援ということで、Ｄ－ＭＡＴで派遣経験のある医療者にお願いしたいと考えている。

· シンポジウムと災害支援報告会はまだ検討開始したところである。

（５）教育部協力部員

· 岡本学（大阪医療センター）、船曳美穂（星ヶ丘厚生年金病院）、福丸歩（耳原総合病院）、田中千賀（老健みみはら）、松田理絵（森之宮病院）の５名に委嘱。

（６）報告

· 第２１回アジア太平洋地域ソーシャルワーク会議にて玉田理事が初任者研修を紹介するポスター発表を行った。
３．出版広報部

（１）ホームページの理事会便り掲載

· 何度か催促していたのだが、昨年の１２月からできていないので準備をお願いしたい。
（２）平成２２年度広報誌特別版進捗状況

●広報誌特別版の進捗状況・経過説明。（前担当理事より）
●今後の対応について説明。（福井副代表理事より）

· 今月中に納品できる目途がたった。しかし、見積では２１３ページの予定だったのだが５０ページほど少なくなっている。そのために決算報告した金額よりも低額になっており、その処理について考える必要がある。これまでも広報誌特別版の費用の過不足はあったのだが、次年度の広報誌の代金で過不足を調整していた。

＜意見＞

· 広報誌特別版は前年度の事業となっているので、年度も変わり、理事も交代となっているのに前年度の理事がそのまま担当しており、責任の所在があいまいである。以前は２月、３月は研修をしないことで新たな原稿が増えないようにして総会時には発行できるようにしていたが、現在は４団体合同研修や診療報酬改定に関する研修を行うことがあるので、事業は年度末ぎりぎりまで行われることになる。そうなるとどうしても年度内だけで発行の準備をするのは困難となり、前年度理事が引き続き、担当せざるを得なくなる。

· 総会で決算が出ているということは広報誌特別版は完成しているということであり、それが７月になってまだ会員に届いていないのはどういうことかとはならないだろうか。決算ができていて発行が遅れていることの会員への説明が必要ではないか。

· ４団体合同研修については、業者にテープ起こしを依頼することで３月中旬には講師チェックもお願いできるようにしており、総会までには間に合うようにできていた。確かにスケジュールは過密であり、発行時期を考える必要があるのかもしれない。

· 会計処理の考え方としては初任者研修の２年目の事例検討会の費用は未払い金としており、３５万円～３８万円となっており、そこに広報誌特別版の費用を加えると１００万円近くの未払い金が発生することになり、それが適切なのかどうかがわからない。

· ２３年度の広報誌特別版を２３年度の事業として行う必要があるのだろうか。２４年度の事業としてするとすれば２４年度の理事が責任をもって発行することができるのではないか。

· 広報誌特別版の費用はすでに支払われているということでいいのか。（→見積もりを元に支払われている。）また、この特別版は昨年度３月末までの会員全てに配布するのか、それとも発行時点の会員に配布するのか。（→発行時点の会員に配布する）電話代等の支払いでは先払いや後払いということがあるので、３月末で全てをきれいに精算することは現実には不可能である。３月の電話代を４月に支払うとしてもそれは前年度の決算ではなく、今年度の決算にいれるであろう。よって、決算の時点で会員に配布したかのような報告をするのでさえなければ現在の方法でも問題ないと思う。

· 年度をまたぐのは教育部の初任者研修も同様であり、必要なのは役割分担と引き継ぎではないのだろうか。

· 見積にもとづいて先払いをしてそれを決算であげたことは問題ないだろう。その後、金額に変更があった場合に次年度の広報誌の費用で調整するのではなく、返金あれば返金あったとする方がいいのではないか。重要なことは見積の段階でどこまで事業が進捗しているかということであり、どのような根拠で見積を出したのかをしっかりと説明できるようにしておくことである。後は担当者だけでは手に負えないとなったときに他の理事がサポートできる体制を構築しておくことが必要である。事業として行っている以上会員への説明責任があり、説明できるように事業を進める必要がある。お金の処理も重要ではあるが、それよりも事業の進め方を見直すことの方が重要であろう。今回の件は出版部だけではなく、どの部署でもどの事業でも起こり得る問題であり、事業の進め方の大きな教訓とすべきことだと考えている。また、広報誌特別版の発行の遅れについて会員からの問い合わせがないというのも、事業を推進する役員の立場としては課題とすべきではないか？
＜結論＞

· 今回の広報誌特別版の発行が遅れたことについては、代表理事名にて会員向けの文書を作成し、広報誌特別版と一緒に送付することとなる。

· 広報誌特別版の発行、会計については、引き続きの検討課題とすることになる。

４．財務部
（１）平成23年度会費納入状況報告

· 6/27（月）引落し行い、残高不足で引き落とし不能が２７件で例年よりも納入順調であった。　　　　口座変更希望で遅れて請求の方及び今回引落し不能だった方に対しては、改めて案内を送り、7/27（水）に引き落としを予定している。賛助団体、賛助個人、一般会員はほぼ完納に近く、振込希望で現段階で納入完了していない方へは再度請求予定にしている。全体としては会費納入順調である。

（２）会議費・交通費四半期締めについて

· ６月末までの活動費を本日支給する。

５．代表理事より（別紙参照Ａ4＊1枚）

（１）学生懇談会

· 7/2に予定通り実施された。申込４０名、参加者３９名であった。

· 参加者の感想アンケート回覧するが、概ね好評であり、今回は時間を長くしたが間延びすることもなかった。

（２）日本協会への寄付について

· 東日本大震災支援活動のために予算計上した２００万円の使途について。日本協会が行っている支援活動での資金繰りの問題も出ていることであり、日本協会の活動支援のために寄付することを検討したい。→予算の半額１００万円を寄付することで承認。
（３）協会資料の転用について

· 大阪医療社会事業協会の２５周年記念事業誌「２５年の歩み」が残り１０部を切っているのだが、そこに大阪協会が倫理綱領を作成したときの報告文が掲載されており、日本協会研修にて資料配付をしたい。　→承認

· 愛染橋病院の倉庫には串原先生が残したたくさんの大阪医療社会事業協会の資料があるとのことなので、その引き取りや保存についても検討が必要ではないか？

（４）日本協会全国大会実行委員について

· 1名の会員から立候補があった。
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